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1. はじめに 

 ユーザビリティとパフォーマンスは、ソフト

ウェアの利用時のエンドユーザの作業のしやす

さに大きく影響を与える品質である。しかし、

その関係性についてはあまり論じられていない。 

そこで本研究では様々なアプリケーションが

Web 上で提供されていること踏まえ、クライア

ント側で扱われるフロントエンドにおける Web

パフォーマンスとユーザビリティの関連性につ

いて明らかにする。これにより、開発の際、ユ

ーザビリティ、パフォーマンスの側面を特定の

状況に合わせチューニングすることができるよ

うになる。 

Web パフォーマンスは UX(User Experience)

に関わるパフォーマンスメトリクスを測定し、

ユーザビリティは ISO 25010: 2011(SQuaRE)の

メトリクスを元に測定を行い、相関関係を求め

る。 

2. 測定方法 

2.1. Webパフォーマンス測定 

Web パフォーマンスは WebPageTest[1][2]をロ

ーカルにプライベートインスタンスを構築し、

測定を行った。測定の対象のサイトはAlexaのト

ップ 10,000のサイトの内、ドメインが.jpである

ものを抽出し、UX に関わるパフォーマンスメト

リ ク ス  (Speed Index[5], first Paint[7], first 

Meaningful Paint[8], first Contentful Paint[7], 

fully loaded[6], bytes in)について、測定を行った。

測定サーバーは OS が Ubuntu 16.04 で CPU が

Intel® Core™ i3-2370MCPU(2.4GHz×4)、メモ

リが 9.7GiB のものを用い、ブラウザは Google 

Chromeでバージョン 63.9.3239.108 (64bit)を利

用し、追加のプラグインはいれていない状態で

行った。ネットワークはWifi (144.4Mbps)を用い、

すべて同じ場所で測定した。 

2.2. ユーザビリティ測定 

Web パフォーマンス測定の結果を kmeans 法

(k=7)でクラスタリングした結果から 5 クラスに

おける特徴をもつ 5サイトを選び、ユーザビリテ

ィの測定を行った。ユーザビリティ測定メトリ

クスはSQuaREシリーズ[3][4]をもとに、ユーザテ

ストと、その後のアンケートからスコアを算出

した。ユーザテストでは被験者に 1サイトあたり

10 分の間に、指定した 5 個のタスクを行っても

らい、その後アンケートを行った。これを 5サイ

トに対して実施した。実施環境は Web パフォー

マンスと同様の PC、ブラウザおよびネットワー

クの環境を用いた。被験者は早稲田大学の学生

に依頼し、6名の測定を行った。 

3. 測定結果 

3.1. Webパフォーマンス測定結果 

111 サイトに対して 2.1 節の測定を行った結果

が 7つのクラスに分類された。クラスの特徴はそ

れぞれ、全体の平均に一番近いクラス(クラス 0)、

ダウンロード量がやや多く、その他のパフォー

マンスの値が悪いクラス(クラス 1)、クラス 0 に

似ているが、Speed Index の値が大きいクラス

(クラス 2)、Speed Index の値は良いが、ダウン

ロード量が多いクラス(クラス 3) 、クラス 3と似

ているが、やや first Meaningful Paintが早いク

ラス(クラス 4)、全体のパフォーマンスが良いク

ラス(クラス 5)、クラス 0 に似ているが、ダウン

ロード量がやや多いクラス(クラス 6)となった。 

ユーザビリティ測定の対象サイトは、クラス 2

はクラス 0と、クラス 3はクラス 4と特徴が類似

している。そのためクラス 0,1,4,5,6 の中から、

そのクラスの特徴を反映しているサイトを選択

し た 。 選 択 し た サ イ ト は YOMIURI 

ONLINE(test A)、ドスパラ(test B)、楽天(test 

C)、Vector(test D)、フジテレビ(test E)である。 

3.2. ユーザビリティ測定結果 

 3.1 節で決定した 5 サイトに対しユーザテスト

を行い、テスト後、満足度、信頼性、疲労度、

学習性、操作性、UI 快美性に関する、5 段階 26

項目(Q1~Q26)のアンケートを行った。 

また、ユーザテストに選択したサイトについ

て、利用時のパフォーマンスを測定するために、

Relationships Analysis between Web Performance 

and Usability 

† Yuji Douken, Yoshiaki Fukazawa Waseda 

University 

†† Hajime Iwata Kanagawa Institute of Technology 

††† Junko Shirogane Tokyo Woman’s Christian 

University 

Copyright     2018 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-199

7Y-07

情報処理学会第80回全国大会



ユーザテストのタスクにおいて利用を想定した

ページについても同様の Web パフォーマンスの

測定を行った。それらの Web パフォーマンス測

定結果とユーザテストのアンケート結果からピ

アソンの相関係数の算出を行った。結果の散布

図を図 1に示す。横軸はアンケートの項目を表し、

縦軸は相関係数の値を示す。 

図 2はユーザビリティテストの結果を表したも

ので、test Eがやや優れているという結果だった。 

4. 分析・考察 

 相関係数の算出の結果から、正の相関の最大

はbytes inとQ10(機能や利用に不安を感じるか?)

で 0.30066であり、負の相関の最大は bytes inと

Q15(利用して腕の疲労を感じるか?)で-0.34379

であった。 

他に相関係数の絶対値が 0.3 以上であったのは

first Meaningful Paintと Q15のみであり、相関

係数の絶対値は全体として小さい値となった。 

 負の相関の最大値であるのは、bytes inの量が

大きい場合、読み込み待ちの間操作をしないの

で、疲労を感じにくいと考えられる。 

これらの相関係数の値の結果から、値の絶対

値はすべて 0.4以下であり、Webパフォーマンス

とユーザビリティに関して弱い相関はあるが、

強い相関があるとはいえないという結果となっ

た。この結果は、Web パフォーマンスとユーザ

ビリティ、2 つの品質が独立する品質である傾向

を示すと考えられる。 

5. おわりに 

 実験の結果からは Web パフォーマンスとユー

ザビリティの強い相関はみられなかった。今後

の課題として、Web パフォーマンスの測定では、

より測定の精度を上げるような方法を検討し、

ユーザビリティの測定ではヒューリスティック

な分析を行うことで、されに詳細な相関関係分

析を行っていく。 
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図 1  ピアソンの相関係数 Webパフォーマンス項目とユーザアンケート結果 

図 2  ユーザアンケート集計結果 
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